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Summary 
To clarify the characteristics of farming patterns of 49 cities， towns and vil昌gesin Saga 
Pref巴ctur巴， data from an agricultural census were analyzed by the method of principal component 
analysis. Using 14 items related to human resources， land resources， agricultural volition and 
productivity， the farming pattern and the level of relative agricultural potential of each city， town 
and village wer巴examin邑d
緒雲
近年，わが国の農業は，農産物の自由化，農業従事者の高齢化，兼業化などの進行や消費者
のニーズの多様化などの多くの課題に直面し，大きな変換期を迎えている.そこで，このよう
な情勢に的確に対処し，体質の強い農業を確立し，さらに新しい「農業農村整備事業jを展開
していくためには，地域における農業の特性を担握することが急務である.
本報告は，佐賀県における農業の地域的特性を明らかにするために，農業センサス(1990年)
のデータを使用して，主成分分析法によって県内49市町村別にその特徴を検討したものである.
佐賀県の概要
佐賀県は，面積2，439km'，人口約88万人で，佐賀市周辺や福間への通勤通学閣である県東北部
では，人口が増加傾向にあり，逆に山間部や西部では減少傾向にある.
地理的には，図 11)に示すように，東は福岡県に，西は長崎県に接している.さらに南は有
明海に，北は玄海灘に面している.県南部の佐賀平野や白石平野の大部分は低平な沖積地で，
筑後川や六角川1，塩田川等が注ぐ有明海は古くから干拓事業が行われ，広大な低平地農業が展
開され，佐賀県の基幹産業となっている.また，中部および北部は背振山系の中山間地や上場
*福河県農正文部
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図 1 佐賀県市町村区分図
台地をはじめとする丘陵地が続いている.このように県内の地形・地質は譲雑であり，そこで
展開される営農形態は地域によって多岐にわたっている.
佐賀県の産業別および第l次産業の就業人口構成比を九州や全国と対比してみると，表 1， 
21)のようになる.産業別では第1次産業の割合が高く，第3次産業の割合が低いこと，第1次
産業の中では農業の割合はほぽ平均的であるが，林業の割合が低く漁業の割合が高いこと，が
佐賀県の特徴として挙げられる.なお，佐賀県の概要を見るために，市町村別の総人口，人口
増減率，人口密度および産業別就業人口率(第1，2， 3次産業別)をそれぞれ7段階のレベ
ルで図 2~関 7に示す.
解析データ
佐賀統計情報事務所では，県内の各市町村
あるいは各農業集落における農業特性を把握
する一つの方法として，市町村や集落が内蔵
している，①人的資源，②土地資源，③農業
志向，④生産性の 4つを取り上げ，各要素ご
とに後述する 3~4 の具体的な基礎指標を農
林業センサスのデータから選択し，それらの
偏差値を計算し，その総合得点から「農業活
力度jのランク付けを行ーっている2)
本報告においても， 1990年世界農林業セン
サスのデータの中から，前述と同様の，以下
に示す14個の分析指標を採用し，主成分分析
を行った.項目名とその定義は次の通りであ
る
表 1 産業別15歳以上;就業者人口構成比(%)
佐賀県 九 イ判 全 国
第 1次産業 15，5 12，0 7，1 
第 2次産業 29，1 26‘2 33.4 
第 3次産業 55，4 61.5 59，0 
その他 0，0 0，3 0，5 
平成2年10月1日現在
「第41次佐賀農林水産統計年報」による.
平成2年10月1日現在
「第41次佐賀農林水産主統計年報iによる.
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①人的資源
1 )あとつぎ男子農業専従者がいる農家率(%)
男子のあとつぎのうち， 1年間に農業に150日以上従事した者がいる農家の割合
2 )基幹男子専従者あり農家率(%)
16才以上60才未満の男子で，自営農業従事日数が150日以上の者の割合
3) 1戸当たり農業就業人口(人)
41 
16才以上の農家世帯員のうち自営農業のみに従事した者および年間労働従事日数の
うち自営農業従事日数の方が多い者の数
②土地資源
4 )経営耕地面積3ha以上農家率(%)
経営耕地面積が3ha以上の農家率
5 )耕地利用率(%)
耕地面積に対する作付け延べ面積の割合
6) 1戸当たり経営耕地面積(a ) 
農家が経営する耕地で，田，畑，揖園地の耕地面積の合計
③農業志向
7 )販売農家率(%)
経営耕地面積が30a以上または農産物販売金額が50万円以上の農家率
8 )農業本業農家主事(%)
生産年齢の男子がいる農家および農業専従の世帯主がいる農家率
9) 1戸当たり農産物推定販売額(円)
10)農業生産組織実構成農家主事(%)
複数の農家が農業生産過程における一部もしくは全部についての共同化している生
産集団を構成農家といい，これが総農家数に占める割合
④生産性
11)施設園芸農家率(%)
ビニールハウス，ガラス室等の施設を能って野菜等を栽培している農家率
12)土地生産性(千円/10a)
経営耕地面積10a当たりの農産物販売金額
13)労働生産性(千円/入)
農業就業人口 1人当たりの農産物販売金額
14)区画整理面覆率(%)
解析方法
各市町村ごとに前述の14儲の指標についてデータを抽出し，主成分分析を行った.この分析
方法は，多くの変数によって表現されている情報を少数の主成分によって代表させようという
ものである.すなわち，いくつかの説明変量の総合的特性をできるだけ情報の損失なしに互い
に独立な一次式の形の総合的指標で代表する手段である.総合的特性はこの一次式の係数(主
成分負荷量)に表れてくる.これらの数字は各主成分におけるそれぞ、れの説明変量の重みを示
すものであり，屈有ベクトルの絶対値が大きい説明変量を見ることで，各主成分の表す総合的
特性を知ることができる.
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市町村別特性
佐賀県内49市町村の農業特性の概要を検討するために，前述の14{図の分析指標を用いて主成
分分析を行った.指標ごとの平均値，第 1~4 主成分(固有値が0.5以上)の間有ベクトル・固
有値・寄与率を表一 3に示す.この結果から，各主成分ごとに検討すると，
差是--3 民有ベクトル
指 標 平均値
三主 成 分
第 1 第2 第3
4.94 0.297 ~O.265 ~O.080 
21.70 0.313 ~0.249 0.021 
1.57 0.262 ~0.303 ~0.046 
4.47 0.289 0.175 ~0.370 ~0.233 
133.64 0.090 0.456 ~0.012 。.252
1.16 0.330 0.155 0.298 0.117 
農業志向
販売農家率(%) 85.75 0.268 0.108 0.231 0.780 
農業本業農家主存(%) 23.37 0.327 0.191 0.001 0.006 
1戸当たり推定販売額(万円) 216.49 0.352 0.095 0.028 ~0.155 
農業生産組織笑構成農家主巨(%) 75.37 0.072 0.354 0.643 0.182 
農業生産性
施設園芸農家率(%) 10.66 0.251 0.200 ~0.455 0.236 
土地生康性[経営耕地面積] (千円/10a) 178.80 0.315 0.003 0.298 0.339 
労働生渡性 (千円/人) 1369.65 0.260 0.324 0.048 0.115 
区磁整理率(%) 56.76 0.080 0.431 -0.096 0.100 
国有f直 7.481 3.657 0.725 0.560 
寄与率(%) 0.534 0.261 0.052 。町040
累積寄与率(%) 0.534 0.795 0.847 0.887 
1.固有ベクトルによる各主成分の意義
1 )第1主成分 いずれの指標に対しでも正の国有ベクトルを示し，基幹男子専従者あり
農家率， 1戸当たり経営耕地面積，農業本業農家率， 1戸当たりの推定販売額および土地生産
性[経営耕地面積]については0.3以上の髄を示している.すなわち，どれだけの入手をかけ，
土地を使い，収益をあげているかを示しており，第I主成分は現状の農業の規模を代表する
成分であるといえる.
2 )第2主成分 第 2主成分は，耕地利用率，農業生産組織実構成農家率，労働生産性[農
業就業人口]および区画整理率と高い正の棺関があり，これらは土地的および経済的に見てい
かに上手な農業を行っているかを示す指標である.また逆に，あとつぎ男子専従者がいる農家
基幹男子専従者あり農家率および1戸当たり農業就業人口とは比較的高い負の相関がある.
すなわち，人的資源を示す指標と負の相関が高い.この結果，第2主成分はいかに入手をかけ
ずに上手に農業を行っているかを示す主成分であるといえる.
3 )第3主成分 第3主成分は， 3 ha以上の農家率およびI戸当たりの耕地麗積という土
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地的資源に関する指標と正の相関があり，逆に，組織構成農家率あるいは施設閤芸農家率と
い負の相関がある.このことから第3主成分は，耕地の収益面への活用度を評価する主成分で
あると考えられる.
4 )第4主成分 第4主成分は販売農家率や施設園芸農家率と高い正の相関があり，逆に
経営耕地面積3ha以上農家率，耕地利用率，土地生産性[経営耕地]と高い負の相関がある.
このことから第4主成分はいかに経済効果の高い農業を行っているかを評価する主成分である
ことが読み取れる.
2 .主成分スコア(得点)
次に，第 1~4 主成分の毘有ベクトルから各市町村ごとに各主成分スコアを計算した.図-
8~図-11は第 1~4 主成分スコアをそれぞれ 7 段階のレベルで示したものである.
また，各市町村の主成分スコアを，第1主成分スコアと第2主成分スコアの関係で図--12に，
第3主成分スコアと第4主成分スコアの関係で図 l3に示す.
第 1，2， 4主成分はスコアの高い方が，第3主成分はスコアの低い方が農業ポテンシャル
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が高いことを表している.この図の位寵から各市町村の相対的な農業特性を見ることができる.
さらに，これらの結果を用いて，各市町村の総合得点、を求め， 7段階のレベルで図-14に示
す.この図は，農業ポテンシャルの高さを表すために，第1，2， 4主成分の各スコアと第3
主成分のスコアに 1を掛けたものを合計して求めたものである.
この結果，
6以上
4~6 
2~4 
O~2 
-2~O 
総合得点の高い方からレベル別にみると，次のようになる.
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よび唐津・浜玉地区であり，背接山系および上場合地の町村は負のレベノレに属する.レベルの
高い地域を，図-12，13と併せて考察すると，次のように考えられる.
有明海沿岸地域では，大規模で，効率的な農業を行っている.筑後川沿いの地域では，耕地
面積はそれほど広くないが，あまり入手をかけないで高い収読をあげる農業を行っている.ま
た浜玉町や唐津市では，大規模でしかも高い収益をあげる農業を展開している.
また，各主成分中で固有ベクトルの絶対値が大きかったもの同士では，その相関関係も高い
ものが多い.このことは各主成分の代表する総合的特性を固有ベクトルの絶対値が大きい指標
から読み取ることの正当性を示すものである.
摘 婆
佐賀県内崎市開村の農業特性を明らかにするために，農業センサスのデータを利用して，主
成分分析法によって解析した.
分析指標として，人的資源，土地資源，農業志向および生産性に関する14の項目を用いて，
各市街1村の農業特性を類型化すると共に，主成分スコアによって相対的な農業ポテンシャノレの
レベルを明らかにした.
謝 辞
本研究を行うに当たって，貴重なご助言をI買いた九州農政局佐賀統計情報事務所企画情報課
福山秋雄氏ならびに地図情報システム IAFF MAPJを提供して頂いた佐賀大学海浜台地生物
生産研究センター 小林恒夫助教授に謝意を表する.
参考文献
1.九州農政局佐賀統計情報事務所(1994).第41次佐賀農林水産統計年報，佐賀農林統計協会.p. 3 -11. 
2.九州農政局佐賀統計情報事務所(1995).わが町わが村 ひと目でわかる集務のカ(シリーズ その 1-= 
神地区).p. 1-3. 
